
Ｑ４２ 近年，大学入試においても受験生の能力・適性を丁寧

に見るための取組が行われていると聞きますが，各大学

の取組はどのようになっているのでしょうか？

Ａ 近年，各大学の大学入試においては，受験生の能力・適性を

多面的に判定する方向で工夫改善が行われています。

各大学では，大学入試センター試験の利活用，面接，小論文，

実技検査，リスニングの実施，推薦入学，帰国子女・社会人等

を対象とする特別選抜の導入など，選抜方法の多様化，評価尺

度の多元化の取組が進められています。

また，近年，一部の大学においては，アドミッションオフィ

ス入試と呼ばれる新たな試みを行っています。

これは，大学が望む学生像を出願資格として明確に示した上

で，志望理由書やエッセイなど多様な出願書類を提出させ，詳

細な書類審査と丁寧な面接等を組み合わせることによって，大

学での勉強の意欲と能力，目的意識などを総合的に判定し，進

学希望者と大学とのより良いマッチングを目指すといった特色

を有するものです。

国立大学においても，平成１２年度入試から東北大学，筑波大

学及び九州大学の３大学がアドミッションオフィス入試を導入

することになっています。
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※　国公立大学の状況［昭和53年度（共通第一次学力試験導入前）と平成11年度の比較］�

（数字（％）は当該年度における全大学数に占める比率を示す）�

教育改革 Q&A ～教育改革に関する様々な疑問にお答えします～
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